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[1] 次の関数のグラフを書け。

y = cos x (0 ≤ x ≤ 2π)

[2] 微分せよ。

(1) f(x) = ex sin 2x

(2) f(x) =
x

1 + x2

[3] ロピタルの定理を用いて

lim
x→0

log(1 + x)
x

を求めよ。

[4] (1) 関数 f(x)に対して x = a においてテーラーの定理を 3 次まで書け。
(2) 次の関数に対して、a = 1 で 3 次までテーラーの定理を適用せよ。

2x3 + x − 2

[5] 次の不定積分を求めよ。

(1)
∫ (

x2 − 2x + 3
)

dx

(2)
∫

cos(3x + 5) dx

(3)
∫

1
x3 + x2

dx

[6] 講義で定積分における部分積分の公式：
∫ b

a

f ′(x)g(x) dx = [f(x)g(x)]ba −
∫ b

a

f(x)g′(x) dx

を学んだ (覚えていますか？)。これを用いて次の値を求めよ。

(1)
∫ π/2

0

x sin x dx

(2)
∫ 1

0

x2ex dx


